
樽をゆさぶる･ゆすぶる

樽に手をかけてゆさゆさと揺り動かすときの動作を

我々は ｢ゆきぶる｣というであろうか｡それとも ｢ゆ

すぶる｣というであろうか｡

まず,東京で1984年に行なった千人調査のこの文例

での両語の使用に関しての結果をみてみよう｡表 1は,

それぞれの語について ｢非常に良く使う｣または ｢良

く使う｣と回答したものの割合を示したものである｡

これでみると ｢ゆきぶる｣が全年齢層にわたって優勢

である｡年齢層別にみると,老年層では二語の勢力が

伯仲しているが,中年層から若年層にかけて ｢ゆきぶ

る｣の勢力が急速に伸長していることがわかる｡衷2

に示すように標準語形としての採否の意識もこれと平

行した結果となっている｡

く表 1)
(使用一非常に&よく;性別-両方)
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また
,
使用に関する調査結果を男女別にみると変化

の傾向については相退かないものの,
老年層での両語

形の伯仲の様相は女性においてより顕著であることが

注Elされる
O
(表3 参照)
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さて,翻って両語形についての辞番の記述はどうなっているであろ



る｣を主とし,｢ゆすぶる｣を従として扱っている｡

ゆきぶ ･る 〔揺さぶる〕(他五)

0力を加えて大きくゆれ動くようにする｡

㊤相手を大いに動揺 (ドゥヨウ)させる｡

固揺さぶり｡匝璽揺さぶれる (下-)｡

ゆすぶ ･る 〔揺すぶる〕(他五)

ゆきぶる｡ゆする｡直画揺すぶれる (下-)｡匡圏
揺すぶれる (日下-)｡

r岩波広辞苑第三版Jや r小学館国陪大辞典J,r角川

国語大辞典Jもこれと同様に ｢ゆきぶる｣を主とし,

｢ゆすぶる｣を従としている｡一方,放送用語について

の基準を示した rNHK新用字用語辞典Jでは次のよ

うに両津を対等に扱っている｡(同昏P.491)

ゆきぶる 揺さぶる

ゆすぶる 揺すぶる

r岩波国語辞典第三版Jでは r三省堂国語辞典第三

版Jなどとは逆に ｢ゆすぶる｣を主とし,｢ゆきぶる｣

を従として扱っている｡次の通りである｡

ゆきぶ-る 【揺さぶる】g四他)-ゆすぶる
ゆすぶ-る 【揺すぶる】【四他)しっかりと立っ

ている物に力を加え,全体が揺れるようにする｡

ゆきぶる｡｢木を- つて実を落とす｣｢土台から
- つて到す｣｢心を- ｣
このように諸辞番の両語の主従についての扱いは様

々であり,かならずLも統一きれてはいないが,使用

の実態を盤視する立場にたてば,r三省堂国語辞典第三

版Jなどの形が適当ということになろうか｡

ただし,これはあくまでも両語間に意味差が存在し

ないという前提にたった場合であり,二誘引こ意味的な

相異を認めていると思われるr新明解国語辞典第三版J

のような辞群もあるので注意を要する｡この辞番では

｢ゆすぶる｣は自分の内的な力か,外部の加力によるか

を問わないのに対し,｢ゆきぶる｣は外部の力によって

揺れるという意味差が認められているようである｡次

のとおりである｡

ゆきぶ ･る⑨ (他五)外から力を加えて,大きく

揺れるようにする｡〔なんらかのショックを与えて,

大きく揺れるようにする｡〔なんらかのショックを

与えて,相手の気梓を動揺させる意にも用いられ

る｡例,｢心 ･(足もと･基盤･政局)を- ｣〕固ゆ

きぶり⑨ ｢-をかける｣区画ゆきぶれる⑥(下-)

ゆすぶ ･る⑨ (他五)大きく揺れるように動かす｡

｢からだを- ｣

また,これとは別に r言葉に関する問答典J7(文化

庁1981)は ｢ゆきぶる｣の方が大きくゆすることであ

り,｢ゆすぶる｣の方はそれほど大きくないという感覚

の追いを指摘している｡

これらの指摘を内省による例文判定で検証してみる

と次のようになる｡

(1)?太郎は 自分の体を ゆきぶってみた｡

(2) 太郎は 自分の体を ゆすぶってみた｡

(3) 火山の爆発は ふもとの大地を 大きく ゆ

きぶった｡

(4)?火山の爆発は ふもとの大地を 大きく ゆ

すぶった｡

いずれも内省による限り,そうした指摘の傾向は認

められそうである｡但しこれが一般的なものであるの

かどうか,世代的,位相的な偏りを併なうものである

のかという点については今後の検証に侯たなければな

らない｡ただ,こうした傾向が一般的なものであると

すると千人調査に於ける ｢ゆきぶる｣の伸長,｢ゆすぶ

るJの退潮は何を示すのか改めて閉店となる｡即ち,

調査の文脈では,r新明解国語辞典第三版Jや r青菜に

関する問答集J 7の指摘するような二語の差異が存在

しても,理論的には二語が共に用いられ得るわけであ

るから,使用率はむしろ老年層のように伯仲していて

当然であるわけだが.中若年層では ｢ゆきぶる｣が庄

到的な勢いを得ている｡これには二通りの解釈が可能

であろう｡

i) ｢ゆきぶる｣｢ゆすぶる｣の意味領域が明確に分
かれる方向に向かいつつあり,｢ゆすぶる｣は自

分の内的な力でゆれる場合のみ.あるいは非常

にゆれの程度の小さな場合のみを意味するよう

になりつつある｡

')i) ｢ゆきぶる｣が｢ゆすぶる｣との意味分担の傾向

を解消し統合する方向で勢力を伸ばしている｡

この i)ii)のうちのいずれが実相であるのか,これ

も今後検証を要する点である｡

なお,二語を歴史的にみると文献上に早くあらわれ

るのは ｢ゆきぶる｣で中世初期の r字鏡集Jに ｢躍ユ

サフル｣,r名語記Jに ｢物をゆるがすにゆさゆさとゆ

すぶる｣などの記述がみえる｡一方,｢ゆすぶる｣はや

や下り,近世の俳語集 r寂砂子一下Jに ｢物いへとゆ

すぶってみる桜哉 く南湖〉として登場している｡｢ゆき

ぶる｣も同様の俳欝集 r文政句帖うつし一九年Jに｢汁

卓削こゆきふJ)落すぬか子哉｣のように使われているこ

とから.この時期あたりから二語はゆれ状態に入った

とみられる｡明治初期の r言海Jにも ｢ゆきぶる｣を

見出し項目とし,その説明の中で ｢ゆすぶる｣を示す

記述がみられ,また大正期のr大日本国語辞典J,昭和
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初期の r大音梅Jでは両語がともに見出し語として示

されており,ゆれ状態は以降現代まで継続してきた

とみられるが.少なくとも千人調査の文脈に於いては

｢ゆきぶる｣の伸長と ｢ゆすぶる｣の衷迫という形で

ゆれ状態から解放されつつあるようにみえる｡今後はこ

れが単純な二語併用の解消であるのか,それとも何ら

かの意味分担の傾向が芽生えていたのが上述した り

叉はii)のような方向に動いたのかという意味的な観

点を加えてその実相を追求していく必要がある｡
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